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論文審査の要旨 

 

 皮膚の老化は、加齢による自然老化に加えて、紫外線曝露による光老化もみ

られるため、必ずしも実年齢に比例しない。更に過度の光老化は、皮膚ガンの

発生リスクを高めることから、皮膚の老化を低侵襲に定量評価する手法が望ま

れている。本研究では、超短パルスレーザー光照射によりコラーゲン分子から

発生する第２高調波発生光（SHG光）を利用した顕微鏡を用いて、皮膚の真皮コ

ラーゲン線維を in vivo で可視化し、その画像解析により皮膚老化の評価を試

みている。 

 その結果、20代から 50代の女性被験者では、自然老化に伴い、細いコラーゲ

ン線維が密に分布する状態から太いコラーゲン線維が粗な分布に変化する様子

が確認された。一方、紫外線曝露履歴の異なる 50代女性被験者を比較したとこ

ろ、曝露履歴の多い被験者では、光老化によるコラーゲン濃度の減少が確認さ

れた。更に、SHGイメージを 2次元フーリエ変換に基づいた画像解析手法により

定量的に評価し、皮膚老化のパラメーターとして利用できることを確認した。 

本研究は医学的課題に工学的手法を応用した研究であり、美容やアンチエイ

ジングの分野のみならず、創傷治癒のモニタリング、皮膚癌のスクリンーニン

グなど、今後、幅広い分野で臨床応用が期待される意義深い研究であると考え

る。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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